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この報告書は，福岡市が昭和45年度に福岡市東区多々良地区内に

福岡市流通業務団地を設置した際、発掘調査を行った多々良遺跡（第

二十集）と同一地域内における報告書です。

今回の発掘調査は、流通業務団地内に倉庫を建設するに当って、

埋蔵文化財の存在が確認されたため、国庫補助事業により実施いた

しました。

発掘調査の結果は、報告書に見られるように弥生時代から古墳時

代に至る集落跡及び律令時代の建物群と、建物群をとりまく溝から

中国製磁器や京都や近江で作られた緑粕陶器が多量に出土し、官衛

に匹敵するような重要な遺跡であると考えます。

本書が市民各位の文化財保護思想育成に活用されると共に、学術

研究の分野において、役立つことを願うものであります。

なお、調査に当りまして、有益な助言をいただいた調査指導員の

先生方を始め、関係各位の多大のご協力と文化財に対する深いご理

解に深甚な感謝の意を表します。

昭和55年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　西　津　茂　美



例言
1．本書は、福岡市東区多の津2丁目の倉庫建

設に伴い、福岡市教育委員会が1979年3－6月に

実施した多々良込田遺跡第3次調査の発掘調査報

告である。

2．発掘調査は、78年度内調査は原田者の負担

により、79年度調査は国庫補助を受けて実施した。

3．本書の執筆はつぎのとおりである。

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ1 C・3、Ⅵ、　柳沢一男

V2　亀田修一（九州大学大学院生）

V1A．B　福尾正彦（九州大学大学院生）

別表　久保智康・田中秋郎（九州大学学生）

4．現場での遺構実測作業は市文化課技術職員、

整理の遺物実測作業は九州大学院生．学生諸君の

協力をえた。

5．本書に掲載した写真は、現場調査は柳沢が

出土遺物は柳沢ならびに堀秀夫君（九州産業大学

学生）．白石公高氏が撮影したものを使用した。

6．本書に使用する方位はすべて磁針である°

真北との偏値は、西偏6°40′である。　、

7．本書の編集は柳沢が担当し、執筆をお顧い

した方々の協力を得た。

8．なお、出土遺物のうち馬歯・鉄棒等の鑑定

．分析は時間の関係上本書に収録することができ

なかった。次年度報告に行いたい。
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Ⅰ　調査に至る経過

「多々良込田遺跡」は、1970年に山陽新幹線建設ルート内の分布調査によって発見され、遺物

散布地として登録された。その後1972～73年にかけて福岡市教育委員会は新幹線路線敷内の発

掘調査を実施した。その結果、この遺跡が多々良川左岸の沖積微高地上に位置し、弥生時代以

降平安時代にかけての集落址ならびに官衛的な施設の存在が明らかになった。その成果は『山

陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』（福岡市埋蔵文化財調査報告書第32集）として公表されて

いるが、遺跡の範囲は新幹線路線敷から広く東西・南に広がることが推測されるに至った。

1977年10月に至って、山陽新幹線の発掘調査地区東側に隣接する地域7500mZに倉庫建設の申

請が出された。申請地区に遺跡の拡がる可能性の強いことから、市文化課は現状保存の旨申請

者と協議を重ねた。しかしながら、この地区一帯が流通業務地区に指定され他の転用がみとめ

られない現状であり、土地所有者の状況は困難なものであった。そのため、倉庫建設は止むな

しと判断し、まずその年の11月、申請地全域に20mのグリッドを設定し試掘調査を行った。そ

の結果は予想されたように弥生～平安時代にわたる遺構・遺物が検出された。試掘成果をもと

に、設計変更を含め協議し、申請地内を二次に分けて調査すること、遺構状況によっては基礎

工事法を変更することとして調査を実施することになった°

以上の経連を経て、市教育委員会は1978年、79年の2次に分けて倉庫建設地の発掘調査を行

った。なお、多々良込田遺跡の調査は、山陽新幹線に伴うものを第1次、1978年度実施分を第

2次、79年度実施分を第3次とする。本書はその第3次調査の報告にあたる。すでに公表され

ている第1次調査報告を『多々良込田遺跡Ⅰ』とし、本報告をそのIIとする。

本報告は概報の城をでるものでなく、第3次調査の成果のうち、溝SD04を除く奈良～平安

期の遺構・遺物に限って行い、他は次年度に報告したい。

第3次調査の構成と組織はつぎのとおりである。

調査依託者

調査主体者

事務担当

現場担当

／／補助

整理補助

調査協力者

蓑原バツ他7名

福岡市教育委員会（文化課）

三宅安富（埋蔵文化財第一係長）・古藤回生

柳田純孝（埋蔵文化財第二係長）・柳沢一男（担当）

宮内克己・福尾正彦・横大路俊明・種定淳之介・久保智康・田中秋郎・

松永幸男（以上九州大学考古学研究室）

亀田修一・福尾正彦・久保智康・田中秋郎（以上九州大学考古学研究室）

樋口万亀子・徳永マツ子・野間桂子・徳永久子・大神キミ子・河辺チサ

ェ・相島由美子・光安富子・井上寅雄・徳永弘・柴田スマ子・黒木ヤス子
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I　調査に至る経過

加藤キク・後藤美代子・池見ツネヨ・蓑原シズノ・後藤満代・松田サヨ

萩尾重光・長アズミ

なお調査にあたって、福岡県文化課・九州歴史資料館の諸氏、鏡山猛・森貞次郎・横山浩一

三島格・北条嘩幸・日野尚志の諸先生からは貴重な助言を頂いた。また文化財の意義を充分認

識され協力を惜まなかった施主、大高建設の皆さんには衷心より謝意を表したい。

Fig．1周辺主要遺跡分布地図　　　　●古墳（二二Ⅰ古墳群CO遺跡
□官衝・寺院址　一……は推定西海道（日野氏による）

1．多々良込田遺跡　2．内橋廃寺　3．「夷守駅」推定地　4．駕与丁廃寺　5・「粕屋郡家」推定地

6．和田部木原遺跡　7．蒲田遺跡群　8．水ケ元遺跡　9．柚須遺跡10・広畑遺跡11・多々良遺跡

－　2　－
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II．遺跡の位置と環境

博多湾に臨む福岡平野部は、北に向って突出する幾つかの山塊丘陵地に限られ、その間を貰

流して湾内にそそぐ河川沖積によって形成された小平野からなる。多々良込田遺跡は、その東

北端の粕屋平野の河口つけね近くに位置する。ちなみに国土地理院作製の5万分の1地形図（福

岡）では北より9．4cm、東より7．8cmの一帯が遺跡の位置である。

粕屋平野は、北より多々良川・須恵川・字美川の三河川を主流として、河口近くにデルタを

形成している。また、各河川の上流部にはそれぞれの小沖積平野を形成しており、粕屋平野は

これらの総称である。

多々良込田遺跡は、平野北端を流れる多々良川の左岸、沖積微高地（沖積段丘？）上にあり

現在の多々良川水面より約2mほどの高さになる。遺構を包蔵する現水田面は3．6～3．7mであ

り、旧氾濫原との比高は1m前後みとめられる。本遺跡から海岸線までは約4km、叙上三河”上

の合流点からは2kmほど上流である。

本遺跡は、以下の章で述べるように古墳時代前期の集落址ならびに律令時代前半に属する官

街的様相の強い施設からなる。本報告は後者を中心に記述するので、とりあえず律令時代粕屋平

野の遺跡を概観しておきたい。

律令時代の粕（糟）屋郡は、香椎・志珂・厨戸・大村・池田・阿曇・杵原。勢門・敷梨の九

郷を管する中郡である。各郷は現存する遺称地名との対比によって、香椎郷は福岡市香椎、志

珂は同志賀島、阿曇郷は同和自・粕屋郡新宮、杵原郷は久山町、勢門郷は篠栗町、池田郷は粕

屋郡古賀町に各比定され、この六郷については異論はないようである。残る厨戸・大村・敷梨

の三郷は、末だ比定について直接の遺称地が見あたらず異論が多い。例えば、大村郷について

いえば太宰管内誌では新宮町青柳周辺に、大日本地名辞書では宗像郡席内郷に含ませる考えも

ある。

近年、井上辰雄氏は、厨戸郷は宇美八幡宮に関係した厨に由来する郷名の可能性があり、大
①

村郷は粕屋町あたりに比定した方がよいのではないかとされている。また日野尚志氏は、厨戸
②

郷を粕屋町から多々良川下流域に想定されている。しかし、粕屋郡の範囲で残る地域は、宇美

町・須恵町・粕屋町から福岡市東区の多々良川下流域一帯であり、これらの地域が上述の三郷

にあたることは明らかであろう。

さて、つぎに現在の水田畦畔にその痕跡をとどめる条里についてみておきたい。この地域一
③

帯の条里研究は、鏡山猛氏の研究を鳴矢として、近年日野尚志氏によって積極的に進められて

いる°氏は粕屋郡の条里を方向の違いによって7つの条里区に識別され、2つの条里区につい

て坪並みを復元された。また粕屋郡家の所在にも触れ、それが勢門条里区に残る「郡町」の地
■
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II　遺跡の位置と環境

名と、『筑前国風土記』逸文にみる「糟屋郡　瀞夫能泉　在郡東南　云々」の記事から求めら

れるとして、篠栗町津波黒の「郡町」の三町四方を粕屋郡家と推定し、さらに駅・官遺（西海
④

道）を含んだ復元案を提起された（Fig．14）。

つぎに、粕屋平野内での律令時代前半期遺跡の分布はどうかというと、その実態はほとんど

知られていない状況にある。調査例としては、多々良込田遺跡以外には、篠栗町和田部木原遺
⑤　　　　　　　　⑥　　　　　　　　　　⑦

跡、粕屋町駕与丁廃寺、福岡市蒲田遺跡D地区、水ヶ元遺跡をあげうるにすぎない。平安後期
⑧

以降では、多々良遺跡、蒲田遺跡D地区とその数を減じ、総じてここ数年の開発の進歩に比し

て調査例は少ない。

まず、奈良時代創建寺院としては、駕与丁廃寺・内橋廃寺の二寺があげられる。両者ともほ

とんど壊滅状態にあって伽藍配置等は不明である。前者は、奈良時代後半の創建であり、郡家

推定地に近いことから郡寺としての可能性が強い。後者は、多々良込田遺跡の東南600mにあ

り、その東側が官道推定線に接する。これも壊滅状況にあって詳細は明らかでないが、森貞次

郎氏によれば、官道線に沿って門らしき痕跡があり、その周囲から多量の瓦が出土したという

（Fig・2の瓦）。出土瓦は多々良込田遺跡のもの、また駕与丁廃寺出土瓦の一部と共通し、鴻

堰館瓦の系統を引くものであり、8世紀後半代の創建としてよい。

和田部木原遺跡は篠栗・久山町境にあって、西にのぴる低丘陵上に約40棟の掘立柱建物が検

出された。7世紀末に始まり9世紀には姿を消す遺跡で、建物の配置状況から5～6期の建替

えがみとめられる。建物配置の範囲はほぼ1町内に収まり、1期10棟前後で構成されている。

また粕屋郡家と推定される津波黒周辺、夷守駅と推測されている阿恵「日守」周辺の状況は

ほとんど知られていない。日守周辺では柚須遺跡が

登録されているが、以前、地下3mのところから蛸
⑨

壷と瓦器椀が出土したとあるにすぎない。この報告

作製時に周辺一帯を改めて分布調査を行ったところ、

柚須から日守にかけては須恵川の沖積微高地（段丘

？）がのぴ、その周辺から弥生・古墳時代の土器、

龍泉窯系青磁等が採集された。

害
註②文献
1974－75年、福岡市教育委員会調査

Fig・2　内橋廃寺出土瓦（森貞次郎氏採集）

註①井上辰雄「古代の粕屋」『多々良遺跡』所収（福岡市埋蔵文化財調査報告書第20集）1972

雷晶票豊卒品質雫莞芸壷霊乱．聖鮎欝毘警忘莫法最悪最品品盲も。『儀欝莞莞学部研究論集』24（I）1976／一7ヽ　一一　t　　／亡、　　　t　　一一1＿l＿

釜澤蔓就（壷警蓋蓋葉菜蓋芸藍葦嘉閻査窯琵』Ⅰ（福岡県教育委員会）1970
⑨「福岡県遺跡等分布地図（粕屋郡編）』（福岡県教育委員会）1979
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Eヨ第1次調査（1973年）囚第2次調査（1978年）団第3次調査（1979年）
Fig．3　多々良込田遺跡調査地区位置図（1：2500）
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III　調査の概要

1．既往の調査

本遺跡は、1972年の山陽新幹線建設に伴う調査によって遺構の概要が明らかになった。その

結果、古墳時代に属する集落の一部と、豊富な遺物の出土から奈良～平安時代にかけての官衛

的な施設の存在が予想されたわけである。以下第1・2次調査の概要を記して、第3次調査報

告の候をはかりたい。

第1次調査は、新幹線路線敷と側道を合せた幅21mのうち、16mを長さ56mにわたって実施

し、調査面積は約750mZである（なお3次調査の段階で遺構標示をTab．1のように統一し、それ

に合せて第1次調査の遺構標示記号を変更した）。遺構検出面は、暗茶褐色ないしは暗褐色の粘

質土層であるが、調査区の北に行くにしたがって粒子が粗くなり砂質に変る。その下は粘土層

を介して1．5－2mで砂礫層に至る。

検出した主な遺構は、竪穴住居址6棟、溝9条があり、他に土坊、ビット群がある。竪穴住

居址SCOl～06（旧名称Jl～6）は、古墳時代の初頭から一部中期にかかる古式土師器の段

階である。これらは、調査区北端にみとめられた沖積微高地の断崖面SDOlに沿って営なまれ

ている0出土土師器のなかには、北部九州で初めてまとまった内容をもった「庄内式」平行期

の土器群が検出され、それに加えて吉備の酒津式土器甕（オの町II式か？）が伴って出土した。

9条の溝のうち、SDO4・08・09を除く6条が古墳時代前～中期に属する（第1次調査報告

ではSDO5・06・07は律令期となっているが、第3次調査区の延長では律令期の土器は一点を

含まないので訂正されるべきであろう）。竪穴住穴址と溝の重複関係は、すべて溝が新しい。

律令期の遺構としては、溝SDO4・08・09、土砿、ピット群がある。溝SD04は幅4～5m

深さ40～60cmを測り、奈良時代後半から平安時代前半期の豊富な遺物が出土した。とくに、大

宰府出土品に等しい文様博や多数の瓦類、また越州窯系磁器、緑粕陶器が相当数検出され、一

般集落に伴う溝とは考えがたい内容である。SD08はSD04にほぼ直交方向にのびる。

SD04の南西側に・は多数のピット群がある°その中には明らかに柱掘方とみとめられるもの

もあるが、建物として平面規模を推定できるまでに至っていない。

第2次調査は、遺跡東端部の600mZを実施した。Tab．1遺構表示記号

主な検出遺構は古墳時代前～中期の溝、掘立柱建

物SBllの南側柱列、柵SAOl・SA02のほか、

東端部で平安時代中頃の段落ちが検出されている。
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Fig．4　多々良込田遺跡地形図（1：1000）





Ⅲ　調査の概要

Fig．5　多々良込田遺跡第1次～第3次調査区遺構配置図（1：500）
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第3次調査の概要

出土。30日、下層より鴻臚館系丸瓦出土。また下層を主体にして、馬歯が多数出土した。

5・4～IO SD04の南側に検出された律令時代遺構の発掘にかかる。SBO6～09、04・05

の周辺は掘立柱以外の小竪穴、土坊などが混在しており、建物のまとまりに困難をきわめた。

5・12～24　検出遺構の実測を行う。この間、各遺構細部写真の撮影。建物部分については実

測終了後に再度精査後、掘方の半分を切り、断面図作製。24日、県文化課技師上野精志君、大門

古墳群調査中事故により他界された（合掌）。

5・26　緊急係会議。発掘現場における安全対策を再度確認。

5●25～28　　　第Ⅱ期発掘区埋め戻し。

5・29～6・2　第II期発掘区の表土除去作業（ユンボ使用）

6・3～6　遺構検出作業後、ただちに遺構発掘作業に移る。SBllを検出。SD04はゆる

く弧を描きながら、第2次調査によって確認された段落ちに流れこむ。新たにSD22・23・24

という古式土師器を含む溝が検出され、第2次調査区に連接することが判明した。

6・6～8II期調査区の写真撮影、実測を行い、8日にすべての調査を終る。

4．第3次調査の概要（Fig．5・6・7）′

第3次調査地区は、73年に行なわれた第1次調査区の南に接し、大地区表示のC2、Dl・

2・3、El・2、Fl・2区が含まれ、調査面積は約2100m2である。

当調査区で検出された遺構は、溝25、竪穴住居址6、掘立柱建物14、柵5、井戸1、土砿16

土砿墓1である。出土遺物では、弥生時代中期後半を上限とし、C2区から数片の土器片が採

集されているが、明確な遺構を伴わない。弥生時代終末期（西新式）から、古式土師器Ⅰ．II
①

・IIIA期にかけて、竪穴住居址・溝・掘立柱建物などで構成される集落をなしている。ついで

奈良後半から平安時代前半代に、溝・柵・掘立柱建物・井戸などからなる施設が造営されてい

る。その後の遺物はみとめられない。以下、古墳時代・律令時代の遺構を概観しておきたい。

古墳時代

当遺跡の立地する沖積徽高地断崖面に沿って検出された。遺構検出面は、標高約3．0mにあ

り、茶褐色粘質土の上面であるが、断崖面に向って砂質に変る。

竪穴住居址は6棟検出され、第1次調査を合せて12棟となる。また当調査区では1×1間の

掘立柱建物SB12も検出された。竪穴住居址SC9～11を除いて、いずれも古墳時代の溝に切

られている。これらの出土遺物は整理が終了していないので詳しいことは不明だが、第1次調

査におけるSCOl～SCO6出土土師器とほとんど変るところがない。また住居址相互の重複が

あって、数回の建て替えが行なわれている。

この期に属する溝は13条検出されている。その方向は、微高地北端線にほぼ平行し東南から

西北に向う。SDlOを南端として、その南側には存しない。この期の古式土師器が、SDlOを
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III　調査の概要

Fig．6　時期別遺構配置図（1：800）

－10　－



第3次調査の概要

境にしてほとんど出土しないことからみても、古墳時代集落が限られた範国内に形成されたと

解される。微高地端のSDOlは、SCllを切り崩していることと、攻撃斜面状の急な断崖面を

なすことなどから、多々良川の度重なる氾濫によって生じた段落ちと思われる。この段落ちが

古墳時代集落形成期に、現在の東端よりどれほど延びていたか知るよしもない。後の奈良時代

溝SD04によって完全に消滅した住居址も予想されるところであり、1・2棟の住居址の増加

が推測されてよいであろう。なお、SCOl・02以西にこの期の生活空間が拡がることは　溝の

延長によっても明らかである（古墳時代の遺構・遺物については、次年度報告予定）。

律令時代

当調査区で検出されたこの期の主な遺構は、掘立柱建物13・槻3・溝7・土砿10・土拡墓1

がある。この段階では、SDOlは完全に埋没しており、ゆるく多々良川に向って下降する微高

地となっている。

この期の遺構配置状況は、溝SD04を北限として、その南西に拡がる。東端は、第2次調査

の際F2区で検出された段落ちSD25を境にしていると思われる（ただし、SD25が人工的な

ものか自然の形成か明らかでない）。南側はC3区の一部にSB13が検出されており、西側にお

いても、SDO8以西に柱穴らしきピットがみとめられることから、南、西ともに遺構の拡がり

が予想される。

掘立柱建物は、東西棟5、南北棟5、方形の建物3からなり、そのうちに高倉床庫と思われ

る2×2間の総柱建物2棟を含む。全体的に建物の規模は小さい。建物は最高3回の重複があ

って、繰り返し建て替えられたものである。掘方の切り合いは少なく、04・05→03、07→06、

井戸SEOl→SBOlの先後関係があるにすぎない。

第1次調査区のBl・2、Cl区での建物配置構成が不明のため如何ともいいがたいが、当

調査区内における建物配置は、東西棟SBO4・05・14を軸にして、西側に南北棟あるいは倉庫

を東側に小型の建物を配する。これらが単一時期の造営でないことはもちろんだが、建物の配

置に一定性のある点、方向に関しても糟屋郡条里に近似する一群があって注目される。

溝はSDO4埋没後にSD17（SD21に続く）が掘削され、両者とも東端の段落ちSD・25に接

続する。SD04は、第1次調査と同様に豊富な遺物を出土し、今回は新たに石帯、跨帯などが

加った。上・下2層に分れ、下層は8世紀中葉～9世紀前半のものが多く、上層は9～10世紀

の中葉頃までの遺物を含む。SD09は小港だが、建物群の方向に一致するもので、第1次調査

区にのび、屈曲している。士蛇は不整形なものが多い。また出土遺物も細片で、性格のわかる

ものもないが、SK06には焼土・木炭片・灰などが多量に入っており、そのなかから尊嗣オ言が

検出された。またSK08や柱掘方から鉄棒が出土しており、本遺跡内で製錬もしくは鍛治が営

まれたことをしめしている。

註①　古式土師器の段階は次の文献による。武末純一「早良平野の古式土師器」『古文化談叢』61979。
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Ⅳ　遺　　　　　構

包含層の残存状況からみて、発掘区南辺Cl区ではさほどの削平は予想されない。しかし、

中央部D2・3区ではほとんど包含層の認められないところもあり、こうした範囲での遺構検

出面（発掘面）は、水田開墾によって削平されたと考えている。また今報告では扱わないが、

E2・3区、F2区での竪穴住居址壁面の残りが5cm未満の部分もあり、多々良川氾濫原に近

くなるにしたがって削平あるいは流出されている。

1．柵（付図）

本遺跡で検出された柵列は、これまで5列ある。第2次調査区に含まれるものが2列あるが

建物群理解のためにここで述べることにする。

SAOI D2・D3区にかけて、その東端部に検出された南北方向の柵である。3間ほど確認

されているが、以南は末掘区につづく。2・1m（7尺）の等間で、掘方は40～50cmの不整な円形。

深さは25～30cmを測る。

S402　D3区中央部北よりに検出された。鍵の手に曲る東西1間、南北1間分が確認されて

いる。掘立柱建物の一部とも思われるが、伴う柱穴がないので柵としておく。東北1・6m、東西

1．9mである。柱痕跡がみとめられる。深さは30cmを測る。

SAO3　C3区東北隅に検出された東西方向の柵である。西端は末掘なので全長は不明である。

柱間は1．8m（6尺）の等間。掘方は不整円形で、径30～70cmとバラツキがある。深さは20～30

cmを測る。この柵はSB05の南側柱に柱筋が通る。

SAO4　Dl区南西隅で検出された東西方向の柵である。3間分検出され、西側はSK03から

末掘区に至る。掘方は径30～50cmの不整な円形で深さ20～35cmを測る。槻柱間は2．4m（8尺）

の等間である。

SAO5　SB03の東・南・西側柱に平行する柵で、南西隅は空間になったと思われる。おそら

くSB03の目隠し塀であろう。槻柱間は2．4m（8尺）の等間。掘方は不整な円形で深さ15～25

cmを測る。

2．掘立柱建物（Fig．8～11）

SD04を境に、その南側にのみ造営されている。とくにC2区からD2区にかけて繰り返し

の建替えがみとめられる。E2区に検出された1×1間のSB12は、埋土や建物規模から古墳

時代集落址に伴う建物と思われるので、ここでは扱わない。

建物として平面規模が確認しえたものは13棟であるが、それでもまとめきれない掘方が点在
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Ⅳ　遺構

する。小竪穴＝柱掘方ではないが、検出棟数＋αは残念ながらみとめざるをえない。
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掘立柱建物
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Fig．10　掘立柱建物実測図IIL（1：100）L＝GH3．17m

SBOl（Fig・8ノ　C2区中央東よりに検出された側柱だけの建物である。桁行3間、梁行2

間の南北棟で実長は、桁行690cm、梁行360cmを測る。柱間寸法は桁が8・7・8尺、梁は6尺

等間である。掘方は60～70cmの隅丸方形、深さは20～30cmを測る。西側柱の掘方は、すべて東

西に拡長された形態で柱痕跡はみとめられず、抜かれたものであろうか。東側柱には、2個の

掘方に径20cmの柱痕跡が残る。南東隅の掘方4は、井戸SEOl埋没後に掘られており、本建物

はSEOl後の造営である。

SBO2仔1ig・8）　C2区の中央部南よりに検出された総柱の建物である。桁・梁とも2間の
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掘立柱建物

正方形。実長は、桁・梁とも2．96mを測り、柱間寸法は各5尺の等間である。掘方は60～80cm

の不整な方形で、深さは20～40cmを測る。西南隅掘方を除いて径20～25cmの柱痕跡がみとめら

れる。掘方埋土からは土師・須恵器の破片が出土したが、細片のため詳細は不明。

SBO3（Fig．8）D2区の西よりに検出された側柱と床束柱をもつ建物である。桁行4・80m、

梁行3．60mを測り、柱間寸法は、桁が16尺の三等分（≒5．3尺）、梁は6尺の等間である北の梁

間柱の南1間に床束柱がある。掘方は40～70cmの不整な円形で、深さは30～45cmを測る。掘方

の半分近くに柱痕跡がみとめられる。掘方1はSBO4、掘方2はSB05の掘方と重複し、SB

04・05より新しい。掘方埋土から土師・須恵器が出土しているが細片で詳細は不明。

SBO4（Fig・8）D2区、西北よりの検出された側柱だけの建物である。桁行3間、梁行2間

の東西棟。実長は、桁行6．30m、梁行4．20mを測り、柱間寸法は桁・梁とも7尺の等間である。

掘方は40～70cnⅰの不整方・円形で、深さは35～60cmを測る。掘方のいくつかに径15cm前後の柱

痕跡が認められる°掘方埋土より土師・須恵器片が出土したが細片のため詳細不明。

SBO5（Fig．9）D2区、西北よりに検出された側柱だけの建物である。今回の調査区では最

大規模をもつ。桁行3間、梁行2間の東西棟である°実長は桁行7．80m、梁行4・80mを測り、

柱間寸法は、桁が7・6・6・7尺、梁は8尺の筆問と思われるが、桁の柱間は一定せずバラ

ツキがある。掘方は50～60cm、方形・楕円の不整形で、深さは30－45cmを測る°北側柱には径

15～20mの柱痕跡がみとめられる°掘方埋土から土師器・須恵器の細片が出土した°　SB04と

は重複するが、掘方の切り合いはない。

SBO6（Fig．9）C2区、中央部北よりに検出された側柱だけの建物である。北西端は未掘で

あるが、桁行3間、梁行2間の南北棟と考えた。実長は桁行4．50m、梁行3．0mで、柱間寸法は

桁・梁とも5尺の等間である。掘方は40～60cmの不整な円形で、深さは30～50cmとバラツくが

建物規模からすると深いようである。一部に径15cm前後の柱痕跡がみとめられる。掘方埋土か

ら土師・須恵器の細片が出土した°　STB07と重複し、掘方7はSB07の掘方を切っている。

SBO7（Fig．9）SB06に重複して検出された側柱だけの建物である。西北半は末掘だが、桁

行3間、梁行2間の南北棟と考えた。実長は桁行が3間だとすれば6．24m、梁行は3・86mを測

り、柱間寸法は桁が7尺等間、梁は6．5尺の等間である。掘方は50～7仕mの楕円形で、深さは40

～45cmを測り、径18～20cmの柱痕跡がみとめられる°掘方5は、掘方内を一度埋めた後に柱を

裾えている。掘方埋土から土師・須恵器細片が出土した。

SBO8（Fig．1（》　C2区北よりに、SBO6・07と重複して検出された。西北半は末掘だが、南

梁柱間が等間であることから、桁行3間、梁行2間の側柱だけの南北棟建物と考えた。桁は柱

間が南より7・6尺であるので、おり返して7尺を想定すると、桁行実長は6．0m、梁行実長は

4．2mとなる。柱間寸法は桁が7・6・7尺、梁は7尺の等間である。掘方は50～65cmの不整な

円、楕円形を呈し、深さ20～30cmとやや浅めである。掘方埋土から古式土師器の細片が出土し
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Ⅳ　遺構
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Fig．lI　掘立柱建物実測図Ⅳ（1：100）　L＝GH3・17m

たが、須恵器片はみとめられなかった。

SBO9（Fig．10）C2区、東よりの北端部で検出された。SB08の北半に重複する。その西北

側大半が末掘のため断定しえないが、掘方の形態・深さがきわめて類似することから一つの建

物と考えた。その規模は、第1次調査区に対応する掘方がみとめられないことから、桁・梁2

間を想定した。また掘方が他に較べて深いことを勘案して、総柱の建物に復元した。

予想される柱間寸法は5尺等間で、SB02とほぼ同規模となるであろう。掘方は50～70cmの不

整円形で、深さは50～60cmを測る。掘方3はSK04を重複し、それより新しい。掘方埋土から

土師・須恵器の細片が出土した。

SBlO（Fig．1（カ　D2・E2区にかけて検出された側柱だけの建物である。桁・梁行ともに2

間の方形で、実長は一辺3・Om、柱間寸法は5尺の等間である。掘方は25～40cmと差が大きい。

掘方8は溝と重複し、その下底面での検出のため、家屋荷重による柱基底凹部の大きさである。

掘方の深さは10～20cmを測る。掘方埋土から奈良期の土師・須恵器細片が出土した。

SBll（Fig．10）E2区の中央部に検出された側柱だけの建物である。桁行3間、梁行2間の

東西棟建物で、実長は桁行4．95m、梁行3．30m、柱間寸法は5．5尺の等間である。掘方は30～40

cmの不整な隅丸方形を呈し、発掘面から10～20cmの深さである。柱痕跡は数個の掘方にみとめ

られ、その径は15cm前後である。掘方内埋土から奈良期の土師、須恵器が出土した。

SB13（付図）　C2区からC3区にかけて検出された側柱だけの建物である。そのほとんど

が末掘区に入るので規模は不明である。建物の方向は、東西の柱間が6尺、南北が5尺と思わ

れるため、本遺跡の小規模建物例からみて東西棟になる可能性が強い。掘方は径40～50cmの円
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土蛇・土成墓

形をなし、35～45cmの深さである。

SB14（Fig．11）Dl区の西南隅で検出された側柱だけの建物である。西端部は末掘のため明

らかでなく、桁行は3間もしくは4間である。梁行は2間で、実長は桁が6．3m（3間）、梁行

3．9mを測る。柱間寸法は桁が7尺、梁が6．5尺の等間であろう。掘方は径40～50cmの不整な円

形で、発掘面から20～30cmの深さである。掘方埋土から古式土師器の細片が出土した。

3．土砿・士砿墓（Fig．12・付図）

律令時代に属する土城は、主なもので10ヶ所検出された。しかし、土砿内埋土・覆土から出

土する遺物は土器といっても細片が多く、年代を限ったり、用途・性格を示唆するような出土

状況をしめすものはない°

SKOl（Fig．12）C2区南東隅よりで検出された。2．1mX1．4mの不整形をなす。深さ約10cm

ほどの浅い土砿である。覆土は黒色土。

SKO3（Fig．12）D2区西南隅に検出された。短径1．4m、長径1・6mの楕円形。深さ15cmを測

る。覆土は黒色土である。遺物は少量の土師・須恵器片および瓦小片が出土した。

SKO4　C2区北西隅で検出された。建物SB09と重複し、その掘方に切られている°覆土は

黒色土。土師・須恵器破片が出土した。

SKO6（Fig．12）D2区の中央部西よりに検出された。長径1．5m、短径1・Omの不整な楕円形

を呈し、深さは5～10cmと浅い土嘘である。埋土は黒色土中に、焼土・灰を相当含んでいた。

土師・須恵器片・瓦片のほか輔羽口片（Fig．2錦などが出土した。

SKO7　C2～D2区の北よりに検出された。4．5×4．1mの不整な平面形で、深さは10－15cm

と浅い土砿である。土師・須恵器片のほか瓦片、鉄棒なども出土した°　SA03と重複している

が、それより新しい。■

SKO8　C2区の中央部に検出された。長径3．4m、短径2．4mの楕円形で、深さは25cmである。

覆土は黒色土、土師・須恵器等が出土した。

SKO9　C2区の中央部SK08の西に摸して検出した。20×1．6mの不整形、深さは20cmである。

覆土は黒色土。土師・須恵器片が出土した。

SK10　C2区中央部西よりに検出された。長さ1．4m、幅0．4mの隅丸長方形、深さ25cmを測

り、墓砿かと思われたが、明確な副葬遺物を伴なっていなかった。埋土は黒褐色土、土師・須

恵器小片が出土した。

SK12　Cl区南西隅に検出された°発掘区端の溝切りの際検出されたため、大部分が未掘区

に入っており、平面形は明らかでない。

SK13（Fig．1功　D2区中央部に検出された。長径0．9m、短径0・6m、深さ10cmほどの浅い土

砿である°覆土は黒色土°土師・須恵器の破片が少量出土した。
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Ⅳ　遺構

1．黒褐色土
2．暗褐色土
3．暗褐色粘質土
4．暗茶褐色粘質土
5．時青灰色粘質土
6・暗青灰色粘質土まじlO砂磯
a．茶褐色粘質土
b．暗褐色粘質土
C．黄褐色粘質土
d．暗青灰色粘土
e．暗青灰色砂礫 0　　　　　　　　　　　　　　　1m

「．上　一　一．こ　．．－．　一一一

Fig・（2　土砿・土地墓・井戸実測図（土拡・井戸1：40、土拡墓1：30）L＝GH3．17m

－20－



井戸・溝

SXOl（Fig．12）C2区の中央部南よりに検出された。長1．8m、幅0．65mの隅丸長方形、深さ

25cmほどの墓城である。木棺等の棺の使用はみとめられない。床面の南・北端に、扁平な石材

（花崗岩・砂岩）を敷く。頭位は明らかでないが、墓蛇の形状では南に向けた葬位が想定され

る。副葬品としては、東壁に沿って刀子1（Fig．2凱土師器杯3点（Fig．22）がある。

4．井　　　戸

SEOl（Fig．12）C2区、中央東よりに検出された。SBOlは、井戸埋没後の造営である。東

西・南北ともほぼ1．6m、底面も1．3×1．4mの方形を呈する°深さは1．6mほどで床面は中央部

が少しくぼむ。井戸枠は残存しておらず、埋没時に取りはずしたのであろう．井戸の湧水点は

d・e層の境にあり、水量は豊富である°埋土は2次にわたって行なわれている。出土遺物は

5・6層（下層）と1・2層（上層）にまとまってみられ、3・4層にはほとんど含まれない。

木製品はすべて6層からの出土である。下層は瓦を本体として、小量の土師・須恵器片が、上

層は土師・須恵器片が出土している。上層と下層では出土遺物の年代が逆転しているが、これ

は上層が周囲の土砂を集めて埋められたことをしめす。

5．　　溝

S DO4　第1次調査区より連続し、Dl

区からE2区に検出された。東は第2次

調査区で段落ちに接続する。溝幅は4．5

～6．5mを測り至るところに拡幅部分があ

って一定しない°　深さは40～50cmである。

溝底レヴェルは東・西両端で20cmほど西

側が低く、溝底にうすく砂層堆積がある

－　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　ニ－　　　　　　一

一．．J　　．－　　　　－－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一－

o
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l．耕土・床土　　　6．灰褐色微砂
L＝GH3．57m

2．暗灰褐色微砂　　7．茶褐色細砂

3．灰褐色微砂　　　8．灰褐色細砂

4．暗灰褐色細砂　　9．青灰色細砂

5．時青灰色細砂　10．時灰色粘質土（古式土師器含）
Fig．13　SDO4発掘区東断面図（1：80）

ことから、小量の水の流れがあったと思われる。覆土は大きく上下2層にけられる。出土土器

器は下層では略8世紀中一9世紀前半のものが多く、上層は10世紀中頃までのものを含む°本

報告では、特殊遺物のみを収録した°

SD17・SD21　連接する一つの溝でD2区からF2区に直線的にのび、東端はF3区の中ほ・

どで溜桝状の土砿SX02に接続して終る。SBO4埋没後に掘削されたもの。出土遺物は土師・

須恵器・黒色土器・越州窯系青磁・石帯などが出土した。覆土からの出土土器は8世紀代のもの

から10世紀中頃までを含むがSDO4埋没後の掘削であるから、溝の存続年数は短かかったと思

われる。

SDll D2区中央部に検出された小港。長さ約4m、幅0．7m、深さ10m。遺物は微量である°

SD12　D2区北より検出された小港°長さ7m、幅0．5m、深さ15cm。遺物は小量である。
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Ⅴ　遺 物

以下に報告する第3次発掘調査において出土した遺物は、包含層、土嘘、井戸、溝、小竪穴

などから検出されたものである。弥生時代から平安時代までの各時代の遺物を含んでいるが、

今回はほぼ律令時代の遺物に限ってのみ報告する°該期の遺物はパンコンテナ約20箱分あるが

その整理は完全に終了している訳ではなく、今後整理し、詳細に検討しなければならないこと

ろも多く残されている。．栂に全出土量の3分の2近くを占めるSDO4出土の遺物は、「特殊遺

物」以外はほとんど未整理である。

今回の調査で出土した遺物は、材質からみると大きく土器・土製品・施粕陶磁器、瓦、金属

製品（銅製品・鉄製品）、石製品、木製品に分けられる。これらの遺物、さらには伴った遺構の

所属時期を決定する際の重大な指標となる土器、とりわけ土師器はいわゆる古式土師器から平

安時代のものまで多量に出土しているが主体を占めるのは、奈良時代から平安時代にかけての

土器である。多々良込田遺跡の性格を示唆するのは「特殊遺物」の存在であろう。特に瓦、施

粕陶磁器は前回の出土資料と合わせると、かなりの個数にのぼり、本遺跡が一般集落遺跡と区

別されることを暗示している。漠大な量を占めるSDO4出土土器の整理を通じて、本遺跡の性

格はさらに追求・解明されねばならない。とりあえず復元・図化されたものを紹介し、遺物の

概要を記すにとどめたい。

1．土器・土製品・施粕陶磁器

A．土　　器　（Fig．15～24，PL．16・17）

出土した土器はかなりの量にのぼっており、器種、年代的にもかなり変化に富んでいる。た

めに、いかなる基準をもとに分類するか苦慮されたが、時期による変化を比較的鋭敏に反映し

ていると思われる調整手法をもとに分類し、説明を加えたい。この分類を試みた理由としては

当一地方の歴史時代の土師器に須恵器の調整手法の影響が看取されることが大きな理由となって

いる。また当地方におい．て歴史時代の土師器編年の基準となっている太宰府周辺遺跡において

も奈良時代から平安時代初期に関する資料は豊富でないのが現状であることによる。今回は、

多量の土器を出土したSDO4出土の資料の整理が終わっていないため、このような分類に修正

Tab．2　出土土師器調整手法の分類

調　 整　 手　 法 調　 整　 方　 法

a へ ラみが き 0 不　 調　 整

b へ ラ削 り 1 回 転 利 用

C ナ ・デ 2

3

一 定 方 向

・不特 定方向

を加える可能性も残されているが、概観したところで

は大きく修正する必要はないと思われる。基本的には

土師器の分類を目的としていたが、上記のような理由

により便宜的に須恵器にも適用している。なお、分類
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した基準はTab．2のようである。

この分類は、ロクロから切り離す場合に「へラ切り離し」をしていることを前提として試み

ている。

包含層出土土器（Fig．15～18）

包含層出土の土器はSD04に次ぐ量を示し、パンコンテナおよそ2箱分ある。その出土量の

大半は、土師器および須恵器で占められるが、若干の黒色土器Aをも含んでいる0土師器と須

恵器では、土師器の破片数が多い。器種もかなり変化に富んでおり、土師器では蓋、高台をも

たない杯A、高台を有す杯B、甕、などが認められ、須恵器においても蓋、杯A、杯B、皿、

甕、長頸壷などがある。出土した土器のほとんどは小片となっており、今臥実測しえたもの

は、それらの約2割程度である。

土師器（Fig．15・16）

蓋（1～3、19）やや高い擬宝珠形のつまみを有すると思われるもの（1・2）と輪状の

っまみを有するもの（19）がある。1・2の天井部内外面はal手法である。3の天井部外面

はbl手法を上半に、下半にはal手法を施している。19は高台付の皿になる可能性も残され

ているが、天井部（休部）の伸び具合、ロ綾部の形状などは蓋としての特徴を備えるものであ

ろう。天井部（鹿部）外面には、C3手法を施し、下半にはal手法を行なっている。いずれ

も淡橙褐色系統の色調を呈している。2は極めて小さい砂粒を胎土に若干多く含んでいる。

杯A（4～12）1丸味を有する休部をもつ製品（4～6）11鹿部端が肥厚し、休部

との境に段を有する製品（7・8）111前二者に比して小形の製品（9・10）に分けられる。

これらの形状に対応するかの如く、調整手法も異なり、iは休部外面をal手法（4）、もしく

は鹿部から体部下半にbl手法（5・6）を行ない、ロクロの回転方向は時計方向である。ii・

iiiは全てC3手法を採用している。この他に短く内攣気味の休部を有する製品（12）があり、

鹿部には系切り離しの状態をとどめている。なお、10は鹿部のほぼ中央に焼成後、両側から窄

孔を行なっている。4－7、12は橙褐色、8・10は淡橙褐色、9は暗灰色を呈している。7●

8は精良な胎土を使用しており、茶色粒子を含んでいる。

杯B（13～18）13は高台の有無は明確ではないが、一応この項に含めておく。かなり大型

の製品である。内面にはal手法を施している。いずれも磨耗が激い－が、15は鹿部に板目状

圧痕が認められる。17は茶色粒子、16は黒色粒子を胎土に含んでいる。

甕（21～25）いずれも基本的には肥厚する「く」の字状口緑を有し、胴部はあまり膨らま

ない製品であろう。大きさに大小ある。休部外面は刷毛目調整、内面は上に向かってへラ削り

を行なっ／ているが、口頸部内面にまで刷毛目調整をしている製品がある（21・23）。26・27は甑

もしくは把手付甕などの把手である。ともに牛角状を呈し、胴部から外上向に内攣しながらの

びている。最終的にはナデによって仕上げている。
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須恵器（Fig．17・18）

蓋（29～42）形態的には変化に富んでいる。特に29・30のように天井部が大きくくぼみ、

天井部はCl手法（29）、もしくはC3手法（30）である。天井部の調整手法はbl手法を行な

うもの（31・37・39）、Cl手法もしくはC3手法と思われるもの（32・35・38・40・44）があ

る。なお、へラ削りの際のロタロの回転方向は明確な資料では時計廻りである。天井部内面は

基本的にはナデによって仕上げているが、その範囲には大小がある。あまり砂粒を含まないも

が多い。

杯A（43・44）　口径に比して器高は低く、口縁が外反する製品（43）と器高の高くなる製

品（44）がある。44は多くの砂粒、石英粒を含んでいるが、このような胎土は他の製品では認

められない。

杯B（45－53）鹿部と休部の境に明瞭なる稜を形成し、どっしりと安定した低い高台を有

しているが、52のように端部が内外に若干突出すものもある。鹿部の調整手法が明確に判明す

るものは少ないが、50のようにCl手法のものと47・51・52のようにC3手法によると思われ

るものがある。45の焼成はやや甘く重ね焼きを行なった痕跡を明瞭にとどめており、重ねられ

た部分以外は淡黒灰色を呈している。

皿（54）鹿部と休部との境に明瞭な稜を伴い、休部は短く外反する。深みのある製品であ

る。鹿部にはC3手法が認められる。

甕（55・59）55は頸部でややしまり、斜め上方にひらく言頸部を有する製品となるのであ

ろう°端部は中央がややくぼむものの平坦に仕上げられ、左右に突出する形態をとっている。

59は大きく二段に外反する口頸部を有する製品である。

56・57は壷、もしくは鉢の鹿部になると思われる°体部下半はへラ削りに伴って砂粒が時計

廻り方向に移動している°56ではへラ削りが鹿部にまで及ぶのに対し、57ではそれは認められ

ない。58は縦に長くのびる休部に、太く長い口頸部をのせた壷になるのであろうか。体部下半

には阿恵ナデを施している。

黒色土器A（Fig．115）

図示しえたのは高台のつく杯Bと思われる鹿部一点のみである（20）。高台は低い厚手のつく

りで若干外方へ向かう安定した形態をとっている。内面は幅5mm前後のへラみがきを行なって

おり、黒色に燻している。外面はC2手法によって仕上げている。微細なる小砂粒や雲母片を

若干含んでいる。

SKOl出土土器（Fig．18）

約80片の土器破片が出土している。いずれも小破片のため、正確な個体数は判らか′－が、土

師器が蓋、杯A、杯B、高杯、皿、甕、など15個体前後、須恵器が蓋、杯など約12個体認めら

れる°そのうち図示したのは土師器、須恵器各3個体である。
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土師器（60～62）

蓋（60）は天井部から口綾部へ甘い稜を有しながら移行し、口縁端部は丸くおさめられてい

る。高杯（62）は脚部のみ出土している。杯部については明らかでない。60・62はともに磨滅

が激しく調整手法は明確にしえない°

須恵器（63～65）

蓋の天井部はC3手法もしくはCl手法（64）である。ともに天井部から口綾部へは甘い稜

を有しつつ移行している。杯A（65）は整美なつくりで、C3手法を施している°

SKO3出土土器（Fig．18・19）

土砿出土の土器の量としては、最も多く次いで多いSKO4・SKO8出土土容の約2倍量ある。

図示しえたものはそのうち約1割にも満たない°残りの破片も図示した土器と同様の特徴を備

えている。須恵器よりも土師器のほうが多く、黒色土器なども含まない。

土師器（Fig．咽

蓋、杯A、皿、甕、などがある°蓋（66）の天井部は上半にロタロ回転が時計廻り方向のb

l手法、下半にal手法を施している。内面はやや幅の広いal手法によって仕上げている。

橙褐色を呈している。甕には図示したものの他に、粗い平行叩きのある休部破片を含んでいる°

須恵器（Fig．1功

蓋、杯A、杯B、高杯、皿、甕、長頸壷がある。蓋には口径に比して器高の高くなる製品（70

～72）がある。いずれもロ縁の折り曲げは小さい°天井部にはC3手法を採っていると思われ

る。71は胎土に若干多くの黒色粒子を含んでいる。杯Bは鈍重な観をうける杯部に比べてきゃ

しゃな高台がついている。73の休部が中途で外反するのに対し、74はまっすぐのびている°皿

には鹿部が丸味をもつ製品（76）ともたない製品（75）がある。73～76の鹿部もC3手法であ

る。

SKO4出土土器（Fig．1功

土器の量は土砿出土の中では、SK03に次いで多い部類に属している°土師器がかなり多く

1を占め、須恵器の量は少ない。図示した量は1割にも満たない。

土師器（77～82）

杯A、杯B、甕、がある。杯Aには小形で底の深い製品（78）と肥厚した鹿部を有する製品

（77）がある°77の体部下半から鹿部にかけては時計廻り方向のロクロを利用したbl手法が

行なわれている。78の鹿部はC2手法で仕上げていると思われるがあまり明確ではない。杯B

（79）の体部下半は最終的にはal手法をしているが、鹿部はbl手法であり、それに伴って

砂粒が逆時計廻り方向に移動している°皿（80）の鹿部は時計廻り方向のロクロを利用したb

l手法によって仕上げている°　これらの土器は、いずれも橙褐色系統の色調を呈している。甕

には大形の製品（82）と極めて小形の製品（81）があるが、この他にも平行叩きを密に施した
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休部片がある。

須恵器（83・84）

蓋、杯、皿があるが量は少ない。蓋（83）の天井部、皿（84）の鹿部はC3手法によって仕

上げている。84には焼き歪みが認められる。

SKO6出土土器（Fig．19）

破片の数は比較的多いが、そのほとんどは甕の休部片である。器壁の厚さによると、2個体

以上はあるようである。個体数としては須恵器が多く、図示しえた土器も須恵器のみである。

須恵器（85～87）

いずれも蓋ばかりであるが、杯の蓋と思われる85・86と壷の蓋と考えられる87とがある。後

者は口綾部がわずかに内攣気味に下り、端部近くで鋭く外反する製品である。天井部はbl手

法を施している。85・86の天井部はC3手法によって仕上げられている。

SKO7出土土器（Fig．20）

須恵器よりも土師器を多く含み、黒色土器Al点をも含んでいる。図示しえた土器は総量の

約1割程度であり、土師器甕の胴部片が多い。

土師器（88～90）

杯と甕がある。杯B（88）は休部内面にal手法を施しており、鹿部はCl手法によって仕

仕上げている。甕（89・90）には大小2種ある。

須恵器（91～95）

蓋、杯B、甕などが出土している。91は25、92は30と同一個体となる蓋である。杯B（94・

95）は低く安定した高台をもち、口緑がわずかに外反する。94の鹿部はC3手法が認められる°

94・95ともに焼成はやや甘い。

黒色土器A（96）

内面を漆黒色に燻した杯Bとなる製品である。磨滅しているため内面の調整手法は明らかで

ない。高台は外方にまっすぐのびている。

SKO8出土土器（Fig．2（》

図示した資料は、全体の1割にも満たない。土師器は蓋、杯A、杯B、皿、甕があり、須恵

器も同様の器種構成をしている。土師器の量が多いが、黒色土器Aの杯Bとなる製品も含む。

土師器（97～100）

蓋（97）の天井部内外面にはal手法、外面にはbl手法を行なっている°杯B（98）、皿

（99）の休部は内外面ともal手法である。99の鹿部はbl手法である。

須恵器（101・102）

蓋、杯A、甕などがある。甕（101・102）はともに天井部にbl手法を行なっており、101では

時計廻り方向のロタロを利用し、重ね焼きの痕跡が認められている。
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SKO9出土土器（Fig．20・21）

約1割を図示した。土師器と須恵器は、土師器に甕休部片を多く含んでいるため、土師器が

多めの観をうけるが個体数としてほぼ同様であろう。黒色土器などは認められない。

土師器（103～106）

蓋、杯A、杯B、皿、甕がある。蓋（103）は天井部内外面にal手法を施した整美なつくり

の製品である。杯A（104）の体部下半、杯B（106）の鹿部にはbl手法を行なっている。

須恵器（107～113）

蓋、杯A、杯B、皿、甕などを含む。蓋（107・108）の天井部は最終的にはナデによって仕上

げているようである。杯B（109～113）の鹿部はCl手法によっているもの（113）とC3手法の

もの（110～112）がある。109は、包含層出土の45と同一個体かもしれない。

SK10出土土器（Fig．21）

出土した土器の量は50片に満たなく、それほとんどが、土師器甕の休部片である。

土師器（114）

蓋、杯、甕があるが、いずれも小片のため全体をうかがい知れるものは、ほとんどない。

須恵器（115・116）

蓋、杯B、甕合わせて5片ある。蓋（115）の天井部はCl手法によって仕上げている。

SK12出土土器（Fig．21）

土師器が須恵器に対してかなり多いが、総量は少ない。黒色土器などは含まない。須恵器に

は、蓋、杯A、甕などがあるが、いずれも小破片のため、全体の形状は明瞭ではない。

土師器（117・118）

皿（117）の鹿部はbl手法による。甕は小形の製品で、口頸部は短く外反し、端部内面に段

を形成しているという特徴ある形態を呈している。内外面とも荒い平行叩きによって仕上げて

いる。他に、口頸部が「く」の字形に外反する甕、杯Aがある。

SEOl出土土器（Fig．21）

井戸SEOlは上層と下層に分けられる。土器で判断する限り、上層と下層の新旧は逆の感をう

る。土器の出土量は上層から約50片、下層から6片であり、ともに土師器のほうが多い°

土師器（119～122、124）

119～122は上層、124は下層出土である。杯B（119・121）は橙褐色を呈すシャープなつくりの

製品で鹿部から体部下半にかけて時計迫りのロクロを利用したbl手法を行なっている。120は

体部下半にal手法を施している。甕（122・124）にも大小ある。

須恵器（123、125・126）

上層出土の杯B（123）は内攣する休部を有し、鹿部はC3手法で仕上げている。高台は内側

からの強い回転ナデのため、粘土が下に突出し、不安定な形態となっている。下層出土の蓋（1
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26・127）は扁平な形態のもので調整手法も、天井部にC3手法を施すという具合に共通して

いるが、その場合のナデは刷毛臼状工具で行なっている。上層からは、蓋、皿も出土してい

る。

SX01出土土器（Fig．22）

土師器杯Aのほぼ完形に近い資料3個体の他に埋土中からは須恵器5点、土師器4点出土し

ているが、いずれも小片のため、器種は判然としない。

土師器（127～129）

いずれも近い法量を示すが、休部ののびには若干の相異がある。129は磨滅が著しく、調整手

法を明らかにしえないが、基本的には、全てC3手法によっていると思われる。127・128の休部

の鹿部に近いところではbl手法を行なっている。

SD17出土土器（Fig．22）

SD17出土の土器の量はパンコンテナ約4分の3ほどあるが、土師器甕の休部片が圧倒的に多

く、他の器種の占める割合は少ない。土師器、須恵器、黒色土器A、黒色土器Bがある。

土師器（130～133）

杯A、杯B、甕がある。杯A（130・131）の鹿部はC3手法で仕上げていると思われる°杯B

（132・133）には、図示した土器の他に小片のため図化できなかったが、丸味をもつ休部に外反

する口綾部という10世紀代の杯の特徴を有する製品がある。

須恵器（134～138）

蓋、杯A、杯B、甕、壷などがある。蓋のうち、134はC3手法、135はbl手法である。134は

肩部が突出する形態のものである。杯Bは、鹿部と休部との境に稜を伴っている。

黒色土器（139～143）

内面だけを黒色に燥した製品（139－142）と内外面とも黒色を呈する製品（141）がある。いず

れも磨耗が激しく調整手法を明らかにしえないが、139は休部内面にal手法を施している。他

に50点以上の小片を含んでいるが、いずれも杯になるのであろう。

SD21出土土器（Fig．22・23）

土器片は約50数点出土している。須恵器の出土量がかなり多くを占め、土師器は少ない。黒

色土器片8点を含んでいる。

土師器（144－147）

林A、杯B、皿がある。杯A（144）は鹿部から体部下半にかけて、ロタロの時計廻り回転を

利用したbl手法を行い、休部では上半にまでさらにal手法を加えている。145は休部に丸味

を有する杯Bになるのであろう。

須恵器（148～151）

蓋、杯A、杯B、高杯、皿、甕、四耳壷など器種は変化に富んでいるが、いずれも小破片の
●
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ため図示したものは少ない。杯B（149）の鹿部はC2手法で仕上げている。皿（150・151）はと

もにロ縁が外反する形態である。C3手法で仕上げているが、150では目の細かい刷毛目工具で

撫でている。

黒色土器（152・153）

図示したのは黒色土器Aのみであるが、黒色土器B数点も含んでいる。杯B（153）は丸味を

有する休部をもち、外反するロ綾部を伴うと思われる。磨滅のため休部の調整手法は明らかで

ない。152は内面をロ縁部までC手法で仕上げている。

小竪穴出土土器（Fig．23・24）

小竪穴出土として一括して説明するが、正確な出土地点については別表を参照にされたい。

土師器（154～166）

杯Aには鹿部と休部との境の稜が明瞭な製品（156・159）とやや甘い製品（157・158）とがある。

調整手法の明瞭な157では、鹿部から体部下半にかけてはbl手法、休部内面はal手法を行な

っている。この製品はあざやかな橙褐色を呈している。は器表の磨滅しているものが多い。皿

には普通の大きさの製品（161）とやや小型の製品（160・162）がある。鹿部はbl手法と思われ

るもの（161）とC3手法によると思われるものがある。甕はいずれも「く」の字に外反する口

頸部を有するものであるが、外反度が大きくスマートな163・165と緩やかに外反する166、およ

び肥厚する164がある。164の頸部には刷毛目工具の端部が認められる。

須恵器（167～177）

蓋には器高の高い製品（167）と低い製品（169）がある。168の口綾部は大きく折り曲げている。

167・169の天井部はC3手法によって仕上げているのに対し、170はCl手法により仕上げられ

ている。杯Bでは、171が扁平な高台を有し、休部が大きく外反するという特徴ある形態を呈し

ている。皿（173）は丸味をもつ鹿部になると思われるが、174、175はあまり丸味をもたず、鹿部

はC3手法である。175は小型の器高の低い製品である。176は高林の杯部であろう。厚味をもつ

鹿部より緩やかに内攣し、口縁端部はややくぼむものの、ほぼ平坦に仕上げられている。鹿部は

C3手法により仕上げている。177は口綾部が大きく外反し、端部が上方に突出している。平瓶

の言頸部になるのであろう。

B　土製晶（Fig．16・28，PL．20）

竜（Fi払16－28）全ての破片がそろっている訳ではないが、完形の資料を出土した福岡市

博多区井相田遺跡出土の製品をもとにかなり大胆に復元した°　ために、その大きさにはかなり

の変動があると思われる。裁頭砲弾形の一側面を大きく切り取り、その部分の周辺に幅広の庇

をとりつけた製品となるのであろう。どっしりと安定した脚端部を有している。基本的には外

面をタテ方向の刷毛目調整、内面をへラ削りによって調整していると思われる。
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Ⅴ　遺物

土錘（Fig．28－13・14）　　3点ほど出土している。13はSD17出土である。長さ6・3cm、

径3．2cm、孔径0．9cm。土師質の製品で敵密なる胎土を使用している。淡い暗赤褐色を呈してい

る。14はSK04出土。長さ3．84cm、径1．6cm、孔径0．3cmを計る土師質の製品で、淡黄褐色を呈

す。この他に包含層より14に等しいものが出土した。

韓羽口（Fig．28－15）SK06より出土。他に破片もあるが、形態のわかるものはない？

15は長さが明確でないが、先端部が炉体内に挿入されたもので、一部に鉄棒の付着が認められ

る。孔は先端に向って細くなり、端部で2cmを測る°

C．施粕陶磁器（巻首図版　Fig．25，PL．18・19）

今調査では、溝および掘立柱建物の柱穴掘方から青磁・緑粕陶器が出土した。

青磁はすべて越州窯系の製品である。破片総数30片余り、器形全容を知ることのできる1点
（D

を含めて17個体が識別できた。内訳けは、Ⅰ類6点、II類7点、III類2点、不明2点である。

うち9点が図示可能であった。

Ⅰ類（2～5）全面施粕のもの。2はSD04の上層と下層出土片が摸合した。口径15．2cm、

鹿部は蛇目高台であろう。粕は渋く、濃い黄緑色である。胎土な密で灰色・黒色の細粒をわず

かに含む°　3はSD04上層出土°　口綾部は外上方に屈曲する。粕は薄く、淡い青緑色°胎土は

密で淡灰色を呈し、黒色・白色の細粒を含む。4はSDO4上層の出土。いわゆる蛇目高台の鹿

部である。高台外端部は粕をかき取る。畳付外端に6ヶ所の白色砂の目痕があり、後に砥ぎ落

し整える。粕は薄く渡黄褐色。胎土は密で灰白色を呈し、黒色・白色の細粒を含む。内底に目

痕はない。5は幅広の蛇目高台、SDO4上層の出土である。高台端部外面は粕をかき取る°粕

は薄い緑褐色を里し、発色はよい。高台畳付外端と内底周囲に白色砂の目痕が11～12個みとめ

られる。整調は行っていない。I類としては他に2点ある。その1は低い輪高台状の鹿部細片。

高台畳付外端は粕がかき取られている。内底に目跡がある。胎土は淡灰色、外底は重ね焼きの

ため赤褐色°　その2は休部片で淡緑灰色の粕調である。胎土は密で灰色、白色・黒色の細粒を

含む。ともにSD04の上層出土°

II頼（1・6～9）　休部外面の下半を施和せず露胎のもの。すべて椀形の器形である。1

はSD04上層出土、粕は薄く、くすんだ緑褐色に発色している。淡灰色の胎土は密、黒色細粒

2mm程度の白色砂粒を含む°　6はSD17出土。粕は薄く、緑灰色、全面に細かい貫人がある。

胎土は暗灰色、黒色の細粒を含む。7はSDO4上層の出土。中央部が凹んだ円盤状高台。内底

外周の4ヵ所に白色砂の目痕。外底端の目痕は砥ぎ調整。粕は薄く緑褐色で、細かい貫人があ

る。外面の粕はほとんど刺離している。外底高台は重ね焼きのため赤褐色を呈する。8はSD

O4上層出土°粕は薄く、緑褐色で全面に細かい貫人がある。内底外周に白色砂の目痕がある。

外底の目痕は砥ぎ研がれ痕跡をとどめない。胎土は暗灰色、2mmの白色砂粒、黒色細粒を含む。
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施粕陶磁器・瓦類

9はSBOlの掘方埋土から出土。8と同様の大形の椀形。器肉の厚い外底端を面取りしている。

内底外周に白色砂の目痕があるが、外底のそれは砥ぎ調整。胎土は灰色だが内側は焼成が充分

でなく灰白色である。粕は淡い緑灰色、細かい貫人があり、外面ではほとんど剥牡している。

他に休部の破片が1点ある。

III類（10）　高く外方にのびる輪高台をもち、全面を施和している。SDO4上層出土。内底

の見込みに圏線をめぐらす　休部外面に6体の沈線があり、六花に画された口緑部になるであ

ろう。粕は薄くかけられ、褐色味のある緑灰色を呈し、発色はよい。胎土は密で、黒色・白色

の細粒をわずかに含み、暗灰色を呈する。外底の高台内に7ケの白色砂の目痕がめぐり、内底

のそれはない。他にSD17から同様の休部破片が出土している。

白磁（11）　SDO4上層出土。言縁端部の外面に小さな玉縁がつく。粕はやや厚めだが濁り

がない。胎土は密、淡い灰色白である°

緑粕陶器（Fig．25．PL．19）

すべてSDO4上層からの出土である°皿と小椀がある。12は須恵質の胎土にうすく施和され

たもの、緑色ないし深緑色を呈する。高台畳付内側が段をなす。近江産か？。13は高台畳付の

一部に糸切り痕があり削出し高台と思われる。高台外面端はへラによる面取りがある。硬質の

胎土にうすく施和され、淡いウグイス色である。山城産か？14は休部の上位で屈曲して外反

する口綾部をなし、内面に鈍い段がめぐる。硬質の胎土にうすく施和され、濃い緑色で発色は

よい。山城小塩窯の製品。第1次調査出土品（SD04）と接合した°鹿部は糸切り痕が残る。

軟質の胎土に薄く施和され濃い緑色に発色するが、斑点状に焼きむらがある。山城石作窯址出・

土の無粕陶器に類似する形態、手法のものがある°

2．瓦　　　類（Fig．26・27，PL．15）

瓦は調査区全域から出土しており、総量はパンコンテナ2個分である。種類は軒丸瓦・軒平

瓦・丸瓦・平瓦がある。

軒丸瓦（Fig．26－1）

小破片であるため合体はよくわからないが、前回の発掘で出土している例（福岡市教育委員

会『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』1975．Fig．84－3）と同じものと思われる。それに

よると、中房は達弁よりも低く、弁根部によって区切られている。蓮弁は1＋7ある°蓮弁は
●

かなりくずれており、複弁七葉である。間弁は2本づつ配している。外区に珠文を19－20個配

している。SD04の下層より出土しており、今回の調査での軒丸瓦は本例のみである。

軒平瓦（Fig．26－2）

瓦当面の残りが少ないため全体はわからない。上外区は偏平でやや大粒の珠文を飾り、内区

文様は唐草文であるが均正・偏行かはわからない。下外区はない。顎は深い段顎であり、タテ
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Ⅴ　遺物

へラ削りで形作っている。凹面には模骨痕がよく残り、先端部はヨコへラ削りしてある。砂は

少なく、非常に堅敵な焼きあがりの瓦である。SEOl最下層で出土した。共伴土器は8世紀後

半～9世紀前半に属するもので、本例もその範囲内に入ると思われる°

丸瓦（Fig．27－5）

丸瓦は玉縁付丸瓦は検出できたが、行基茸丸瓦はわからなかった。側面は半裁したままであ

り、タタキ文様は縄目文が確認された。

平瓦（Fig．26－6，Fig．27－3・4）

平瓦は全体の大きさがわかるものは1点もないが、幅がわかるものが1点ある。それは狭端

側で23．9cmである。側面調整はヘラケズリを1回、1回プラス面取り、2回、半裁したままの

ものなどそれぞれある。その中でヘラケズリを1回ないし1回プラス面取りしたものが最も多

いようである。タタキ文様は縄目文、格子文してそれをスリ消しているものがある。

者タキ文様

タタキ文様は軒先瓦ではわか・らないが、丸瓦・手瓦において、縄目文は全般的に細かい文様

で、2cmに5本～8本ある。格子文は細い斜格子文で、図示した1点のみである。側面調整方

法も異なり、これだけが半載したままである。

3．金属・石・木製品

A．鋳帯・石帯（Fig．28－1～3，PL．21）

1．鋒帯の青銅製丸草丙　SDO4下層出土。幅3．7cm、高さ2．4cm、深さ0．7cmを測り下位に長方

形の透し孔がある。内面に3本の鋲がある。

2．石製の丸革丙。SDO4上層出土。幅4．4cm：高さ2．7cm・厚さ0．8cm、裏面、測面とも丁寧に

研磨され光沢を放つ。裏面端部に面取りが行なわれている。裏面に3ヶ所のかがり穴がある。

黒色で裏面には縞状の切断痕がある。石材は不明。

3．石製の丸革丙。SD17出土。全体の％ほどの破片である。裏面端部に面取りが行なわれて

いる。裏面にかがり穴1ヶ所が残る。表面・側面は丁寧に研磨され光沢を放つ。白みがかった

淡い青色である。石材不明。

B．釣針（Fig．28－4，PL．21）

長さ4cmあまりの青銅製品である。頭部は、先端を丸く巻き込んで小孔をつくり、別の銅線

を二重にまいて補強している。

C・刀子・釘（Fig．28－8～12，PL．20）
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金属・石・木製品

8は土砿墓SX01の副葬品、両端部を欠くが現存長21cmと長めの刀子である。欠部は片関に

対応する位置の背がゆるく内零して境をなす。9はSKOl、10はSD17、11はSKO9出土の刀

子片である。12はSKO9出土の釘。上端部を欠く。断面は略方形である。

D．木製品（Fig．28－5～7、PL・21）

櫛（7）　SEOl下層出土。高さ5．2cm、幅は不明である。長方形の横柄で、肩を丸くしてい

る。板目材を鋸で細く引きだしたもので歯数は3cmあたり20本である。木材不明。

他に用途不明品がある。5は幅1．3cm、両端は欠損している。器面は平滑に仕上げられている。

一部に墨痕らしきものがあるが詳しくわからない。6は側面、両端面を欠く。表面は円滑に仕

上げられている。片面に幅の一定しない鋭い刻線がある。その面の一部に黒漆状の薄い膜がう

かがえるが詳細不明。また図示してないが桜皮がある。以上はSEOl下層から出土した。

註①越州窯青磁の分類は次の文献による。横田賢次郎・森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料
館研究論集4』1978

Tab．3　掘立柱建物一覧

建物

番号
規模 方向

桁　　　　　 行 梁　　　 行 一軍　 位

（磁北より．）

高

床
床面積 －

実　 ．長 柱 間早 寒　 長 桓聞え

S B O l 3 × 2 ．N S －

N S

6 90（2 3） 8 ・7 ・8 360（12） 6 ．・6 N 18。E

○

0

24 ．8 m 2

S B O2 2 × 2
写96（10）

5 ●苧
2Ⅰ96（10）

5．・5 ．N 手。E 8 ．7m 2

S B O3 3 × 2 480（19） 5．3 ・5．3 ・5．3 3 60（1云） 6 ・6 N 12°E 17 ．2．m Z

S B b4 3 × 2 E，W 630（21－） 7 ．・7 ・7 4 20（1チ） 7 ・7 N 15°30′ 26 ．5 m 2

云B 0 5 4 区立 E W 780 （26） 7 ・6 ・6 ・7 4 80（24） 8 ・8 N 17°30’E 34 ．6 m 2

S B O6 ．3 × 2 N S 450 （15） 5 ・5 ⊥5 300（10） 5 ・5 N 12？E 13．5 m 2

S B 07 3 × 2 N S 624 （2 1） 7 ・7 ・7 386（13） 6．5・6．5 N 120E 24 ．1m Z

S B O8 3 × 2 N S

E W

E W

600 （20） 7 ・6 ・7 420（14） 7 ・7 N 2 1。E 2 5．2 m 2

S B O9 2 × 2 30 0（10） 5 ．・5 300（10） 5 ・．5 N 12。30’E 9 ．O m Z

S B lO 2 ．× 2 29 6（10） 5 ・5 296（10） 5 ・5 N 18030′E 8 ．7 m 2

S B ll

S B 13

S B I4

．3 × 2

3 × 2

4 95（16 ．5）

6 30（2 1）

5 ．5 ・5．5・5．5

7 ・－7 ・7

33ム（1 1）

39b（13）

5 ．5 ・5．5

6 ．5吉6 ．5

N 15。30′E

N 12。30′E

N 21。E ．

16 ．3 m 2

24．6 m 2

実長（　）内は1尺約30cmで割った数値
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Ⅳ　ま　と　め

本遺跡の調査は、今後に残された範囲も多いので、ここでは第3次調査で得られた所見と問

題点を述べ、次回以降の調査に備えることにしたい。

まず、律令時代遺構の北限とみられる溝SD04の南側に掘立柱建物群が検出されたことは、

遺跡の性格を推測するうえで重要な鍵となるであろう。発掘区では13棟の建物が確認できたが

いま少し増える可能性がある。建物は敷皮にわたる建替えのため、重複が著しいわりには掘方

の切合いが少なく各建物の時期序列の決定は困難である。したがって、まず建物の方位でもっ

て幾つかの群にまとめ、そのなかでの配置と掘方埋土出土土器の検討を行い、一時期における

棟数・構成を考えることにしたい。同一方位の建物が同時存在だと決定づけるためには、配置

企画に基く造営であることを証明せねばならないが、本遺跡のような小規模建物群のばあい、

どの程度の企画が行なわれたか疑問である°　しかし、これ以外の有効な手段がないため叙上の

方法を採ることにした。

13棟の建物は、桁・）梁いずれかによって磁北からの方位を求めると次の5つの群に大別され

る。①N7。E、②N12OE～N1203αE、③N15030E④N17030，E～N18。30，E　⑤N21。Eの群で

あり、これに溝・棟を加えると①群はSBO2、SAOl、SDO9　②はSBO3・06・07・09、S

AO2・04　③はSBO4・11、SDO8　④はSBOl・05・10、SAO3　⑤はSBO8・14で構成さ

れる。各群の間での建物掘方の重複関係は、SB03がSBO4・05を切っている。すなわち③・

④→②群という推移である。そこで各群ごとに建物の構成をみると、①群は倉庫1棟と柵があ

る。②群は南北棟建物3棟に倉庫1棟で構成される群であるが、南北棟建物は掘方の重複関係

からSBO7→SB06という推移があり、SB07を建替えてSB06とSB09が造営されたと思わ

れる。③群は東西棟建物2棟と溝がある。SB04は3×2間の東西棟建物であるが、東西・南

に目隠し塀をもち、この群の中心的な建物と思われる。第1次調査区のSD08もこの群と同一

方向であり、区画的な溝と考えられる。④群は、東西棟建物とその南西に付属する南北棟建物

および小規模建物からなる。SB05は第3次調査検出の最大規模の建物であり、③群のSB04

とほぼ同一場所をしめていることは注目される。柵SA03はSB05の南側柱に柱筋をそろえて

いる。⑤群は東西棟建物1棟、南北棟建物1棟で構成され、その配置は④群に類似する。SB

14が中心的な建物でその南側が空間となる。

このように、建物方向からまとめた各群の構成は、南側が未調査である点と西側での建物配

置が明らかでないため全体像を理解しにくい面がある。しかし建物の構成をみたばあい、ほぼ

単一時期としてはまとまった配置と思われる、とくに③・④・⑤群は中心的な建物を東西棟と

して北に置き、その南側の東西に小規模な建物を配する構成で「コ」の字形配置ともいうべき
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ものであろう。このように③～⑤の建物群は、検出棟数に数棟を加えれば一つの群として整う

が、①群のように1棟のみのばあい、建物配置ブロックが異なると考えられる。逆にいえば③

～⑤群は性格の近いブロックとして設定されたといえる。

つぎに、①～⑤群がそれぞれの一時期の建物群であるとすれば、各群はどのような推移序列

が求められるのか、そしてその造営開始期と終末期はいつ頃か、さらにこの遺跡の性格は何如

なるものかという問題を解決しなければならない。いずれも今後の調査に侯たねばならないが

若干の見通しを記しておきたい。まず建物の変遷序列は⑤群から①群へという推移が予測され

る°その根拠の一つは掘方の重複関係の明らかな③・④群→②群に求められる点であり、もう

一つは①～④群建物の掘方埋土には須恵器が含まれているのに対して、⑤群建物ではそれを含

まないという点にある。消極的な根拠ではあるが、各建物群の方位が序々に北に近づく経過を

辿ったとして、その変遷を想定するものである。この点が誤まりなければ、これまで保留して

いた井戸SE01は、②群建物に切られているので、①群に付属すると解される°

さて、これらの建物群の年代は、包含層・土塊・井戸・溝等からの出土土器・瓦からみて、

ほぼ8世紀後半にその上限を求めてよいであろう。⑤～①群の建物群を各Ⅰ～Ⅴ期とすれば、

Ⅰ期（⑤群）は8世紀後半に造営され、9世紀初頭まで存続したことが、当該期に属するSE

Ol下層出土土器の下限から明らかとなる°以降のII～Ⅴ期については積極的に年代をしめす資

料がないので如何ともしがたい。下限については、未だ断定しうる段階ではないが、大略10世

紀中頃を前後する頃と思われる°包含層出土土師器にみとめられる小皿や杯Aでも径の小さい
①

ものが本遺跡の終末期に属する土器群と考えている°またSD04から出土した緑粕陶器のうち

Fig．25－14・15は山城石作・小塩窯址の製品で、10世紀後半代の年代が与えられるという教

示を得だ大宰府の土師器編年との対比作業は、今後に残された課題である。本報告では、出

土土器の大半を占めるSD04出土土器の整理作業が終了していか－ため、各遺構ごとに土器の

概要を述べた。SDO4出土土器の検討を侯って、改めて出土土師器について報告することにし

たい°

遺跡の性格を考えるうえで、各遺構から出土した瓦・施粕陶磁器・鋒帯・石帯などは重要で

ある。今回は出土しなかったが、第1次調査では大宰府出土品に等しい文様噂が出土している°

瓦の出土量は、瓦葦建物の存在を推測するには少なすぎ、また調査区内にかかる建物も見あた

らないが、単なる持ち込みにしてはその量が多い°1・3次調査で軒丸2種及び平瓦5種がみ

とめられ、内橋廃寺・駕与丁廃寺出土瓦に共通する。また1・3次調査を会わせて60片をこす

越州窯系青磁や跨・石帯の出土は、本遺跡が官衝的な色彩の強い施設であることを示唆する°

とくに越州窯青磁の出土量は鴻臚館・太宰肝についで北部九州でもっとも多量といえる°精製

品のI・III類の占める割合も全体のほぼ半数にあたる°ⅡⅠ類の青磁は重ね焼きを行なわない精

製晶で「大平戊寅」銘越州窯青磁に類する粕調といわれる°
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Ⅵ　まとめ

鉾は、丸革丙の一点であるが、北部九州では初出資料である。長さ3．4cm（約1寸1分）を測る

A系列の鋒であり、巡方の規格に対応するとA3の跨帯が復元される。跨帯の使用は、官位授与
③

にともなうのみならず、用いられた年代も限られるとされている。石帯2点のうち1点は、玉

に近い石材かとも思われるが、今後の鑑定を侯ちたい。

以上の出土遺物をみるかぎり、本遺跡は官衛施設たる可能性が高い。しかし、未調査区の南

・西側は今後の調査でどのような遺構が現われるか予想されない。問題は、本遺跡の全体規模

と建物配置であり、第3次調査の所見では、さらに西・南に建物群が延長することは確実と思

われる。先に述べた建物群変遷過程は、今後の調査で詳しく検証したい°

つぎに、本遺跡と条里地割について触れておきたい（Fig．1㊨。日野尚志氏の復元によって、

この地区の条里は周辺で若干の差異があるものの大略N2げE（国土地院作製5万分の1地形図
④

の座標方位から）の地割方位が求められ、坪並みと条里名称も明らかになっている。それによ

れば、本遺跡の1～3次調査区は、粕屋郡北七図八里の21坪東端部から22坪にあたる°建物群

の方向との関係では、磁北との偏差（西6。21′）を修正すると③群（III期）建物群が条里方位に

ほぼ一致することが知られる。詳しく操作していないが、この期の構SD08はちょうど21・22

坪の坪境にあたると思われ、条里地割と無関係ではないようである。一つの視点として考えて

みる必要があろう。

最後に、本遺跡の東南600mほどに位置する内橋廃寺について一言記しておきたい。従来、こ

の遺跡は寺院址として扱われ、本報告でもそのように記してきたが、いまのところ寺院址とし

ての確証は得られていない。塔心礎・礎石、基壇はみとめられず、地元にはそれに関する云い

伝えも残っていない。古い段階での削平によって壊滅したためかとも思われるが、昭和35年頃

の変電所建設の際大量の瓦が出土しており、そうした可能性も少ないようである。その位置は

あたかも日野氏の復元された官道（西海道）に沿うばかりでなく、兄はらしのよい高燥な場所

である。「夷守駅」の遺跡とされる日守から約1．3kmほど離れたこの内橋廃寺は、寺院址以外の

遺跡として再考の余地が残されている。ここ1、2年のあいだに周囲の宅地化が進んでおり、

早急な討策が臨まれる。

註①　これらの土器は、大宰府編年のSK674期、五条編年の土2B期に並行すると考えられる。横田賢次郎
府出土の土師器に関する覚書」『九州歴史資料館研究論集2』1976森田勉「大宰府出土の土師器に関する

燕謄浩莞研究所品豊『福鵠賢禦去爵認諾鵠踪恕票禦もてレ言潤
②　京都市埋蔵文化財研究所百瀬正恒氏、平安博物館寺島孝一氏の教示による。
受　野野草平窯帯主事位師三ついて⊥『東北孝古学の諸問題』1976
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④　日野尚志「筑前国那珂．・▼席田・痛痘・御笠四郡における条里について」『佐賀大学教育学部研究論集。24（Ⅰ）
1976
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Fig.14 粕屋・席田郡の条里と駅路 令令令G 駅路(西海道) ・・・は郡境

@多々良込田遺跡 @内橋廃寺

日野尚志 「筑前国那珂・席目・粕屋・御笠間郡における条理についてJ(W佐賀大学
教育学部研究論文集24(1 ) ~1976) の付図に一部加筆
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Fig．ほ　出土遺物実測図Ⅰ（包含層出土土器）
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Fig．16　出土遺物実測図II（包含層出土土器）
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Fig．17　出土遺物実測図LII（包含層出土土器）
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Fig・18　出土遺物実測図Ⅳ（包含層、SKOl・03出土土器）

－40－

S K01

SKO3



し－／一一一．一一‾　　1．・二葛輸、■
69

羞二一．一二一一さら
70

∈≦≡三1三聖も

SKO4

72

71

「「「

、＿一一一一一一≡　‥こ二三…

SK06

86　　　　　　0
〉〉　　　ト－－「－一　　　．．．一＿

Fig．I9　出土遺物実測図Ⅴ（SKO3・04・06出土土器）
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Fig・20　出土遺物実測図Ⅵ（SK07・08・09出土土器）
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Fig．22　出土遺物実測図Ⅷ（SXOl、SD17・21出土土器）
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Fig・24　出土遺物実測図Ⅹ（小竪穴出土土器）
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Fig．25　出土遺物実測図X（施粕陶磁器）
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凡例

1．法量の単位はcmとする。

2．（）内の数値は反転復原径を示す。

3・蓋の場合、「休部・鹿部」は各々、「天井部
上半・下半」に該当させる。

器 種 番 号 口　 径 器　 高 底　 径
手　　 法

色　 調 備　　　　 考
休 部 鹿 部

包 含 層

土　　　　　 師　　　　　 器

蓋

1 （14 ．2 ） 2 ．3 a l b l 橙 褐 色

2 （17 ．5 ） a l b l 橙 褐 色

3 （18 ．4 ）－ a l b l 淡 橙褐色

19 （17 ・4 ） a l C 3 灰 褐 色

杯　 A

4 （15 ．4 ） 4 ．9 （8 ．0 ） a l b l 橙 褐 色

5 （16 ．6 ） 3 ．4 （9 ．3 ） b l b l 橙 褐 色

6 （16 ．3 ） 4 ．0 （8 ．2 ） b l b l 橙 褐 色

7 （14 ・5 ） 3 ．4 8 ．7 C l C 3 橙 褐 色

8 （14 ．1 ） 3 ．4 （9 ．7 ） C l C 3 淡 橙褐色

9 （13 ．3 ） 2 ・9 8 ．0 C l C 3 暗 灰 色

10 （11．1 ） 3 ．1 6 ．7 C l C 3 淡 橙褐色 鹿部窄孔

11 （11．1 ） 1．6 （8 ．0 ） C l C 3 淡 橙褐色 （

12 （7 ．3 ） 橙 褐　 色 鹿部糸切 り

杯　 B

13 （17 ．8 ） a l 淡橙褐色 内面に a l，外面磨耗

14 （8 ．0 ） C l C 3 淡橙褐色

15 （9 ．0 ） C 3 暗灰褐色

16 （8 ．5 ） ？ ？ 灰 褐 色 器表磨耗

17 （8 ．7 ） C l C 3 橙 褐　 色

18 （9 ．2 ） C l C 3 淡灰褐色

甕

2 1 （30 ．7 ） 淡灰褐色

22 （26 ．9 ） 暗橙褐色

23 （23 ．4 ） 暗灰褐色

24 （35 ．8 ） 灰 褐 色

25 （22 ．0 ） 赤 褐 色

須　　　　　 恵　　　　　 器

蓋

29 （19 ．4 ） C l C l 灰　　 色 9 1 と同一個体

30 （17 ．5 ） C l C 3 灰　　 色 9 2 と同一個体

31 （14 ．8 ） C 1 淡青灰色

32 （17 ．9 ） C l C l 灰　　 色

33 （14 ．6 ） C l C l 灰　 白　色

34 （15 ．4 ） b l b l 淡 青灰色

35 （14 ．0 ） C l C l 青 灰 色

36 （13 ．6 ） C l 淡 青灰色

37 （12 ．9 ） C l b －1 青 灰 色

38 （12 ．4 ） C l 青 灰 色

39 （12 ．2 ） 1 ．5 b l b l 暗 灰 色

40 （15．5 ） C l 灰　　 色

41 （13 ．6 ） C l C 3 灰　　 色

42 （13 ．9 ） C l 灰　 白　色

43 （15 ．1 ） 3 ．1 （9 ．9 ） C l 青 灰 色

杯 A
44 （18 ．．6 ） 4 ．5 （8 ．9 ） C l C 3 暗 灰 色

45 （15 ．．1 ） 3 ．，9 （9 ．0 ） C l C 3 灰　 白　色 外面淡黒色

－52－
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器 種 番号 口　 径 器 ．高
l

底 径 ⅰ
手　　 法

早 調 備　　　　 考
休 部 鹿 部．

S K l O

土　　　　　 師　　　　　 器

甕 114 （19．6う 淡橙．褐色

癖　　　　 恵　　　　 器

蓋 115 （1－2．0） C l C l 青 灰 色

．杯　 B 116 （5．8） C l 暗 灰 色

S K 1 2

土　　　　　 師　　　　　 器

皿 117 1や・6 1．7 ．13・0 C l － b l 校橙褐色 器表磨耗

甕 118 （15．8） 橙 褐 色 内外面にタタキ

S E O l （上 層 ）

土　　　　　 師　　　　　 器

杯　 B

119 （17．4） 5 ．7 （9．6） b l b l 淡橙褐色 －休部上半内面に a l？

120 （11．2） a l C l 淡橙褐色 内面にもa l

12 1 （11．3） b l b l 淡橙褐色

甕 122 （13．6） 淡橙褐色 －

須　　　　　 恵　　　 ．．器

杯　 B 123 （13．4）－ 3．．4 （7．6） C l C 3 淡青灰色 体部下半外面、暗灰色

S E O l （下 層 ）

土　　　　　 師　　　　　 器

甕 124 （12．8） 淡赤褐色

須　　　　　 恵　　　　　 器

蓋
125 （15．8） C 2 C 2 ．灰　　 色

126 （14．6） C l C 2 青 灰 色

S X O l

土　　　　　 師　　　　　 器

杯 A

127 13．1 1．3．．9 6．7 b l C 3 灰 褐 色

128 11．9 3．7 7．7 C l ？ 淡橙褐色 器表磨耗

129 12．7 3 ．9 6．．8 C l ？ 淡橙褐色 ・器表磨耗

S D 1 7

土　　　　　 師　　　　　 器

杯　 A
130 （6．4） C l C 3． 淡橙褐色

13 1 （6．0） C l C 3 橙 褐 色

杯 ・B 132
（10．2） C 2 淡橙褐色 一内底にa l

133 （7．4） C l C 3 淡橙褐色

須　　　　　 恵　　　　 器

蓋
134 （14・．9） C l C 2 青 灰 色

135 （12．2） C l C 2 淡青灰色 内面に重ね焼き痕跡－

杯　 B

13－6 （8．9） C l C 3 淡青灰色

137 、（．8．1） C l 青 灰 色

138 （6・互） C l 灰　　 色

－55一



器 種 番 号 口　 径 器　 高 底　 径
手　　 法 巨 調

備　　　　 考
休 部 鹿 部

黒　　　 色　　　 土　　　 器

杯 139 （14 ．2） 6 a l 淡橙褐色 内面に a l，黒色A

杯 B
140 （8 ．0） ？ 淡橙褐色 内底は調整不明，黒色 A

14 1 （7 ・6） C 3 淡橙褐色 内底は C 3 ？，黒色 A

杯 A
142 （6．0） ？ ？ 橙 褐　色 器表磨耗，黒色 A

143 （7．4） b l C 2 淡黒褐色 内面磨耗，黒色 B

S D 2 1

土　　　　　 師　　　　　 器

杯　 A 144 14．7 4　3 7．5 b l b l 淡橙褐色 休部内面にa l ？

杯　 B 14 C 3 淡橙褐色 鹿部糸切 り？

皿
146 （19．2） C ・1 淡灰褐色 雲母を多く含む

147 （15．6） 2．1 （12．4） C l C 3 淡橙褐色 雲母を多く含む

須　　　　　 恵　　　　　 器

杯 148 （13．7） C l 灰　　 色

杯　 B 149 （7．1） C l C 2 灰 白　色

皿
150 （17．9） 2．5 （13．9） C l C 2 灰　　 色

151 （18．4） C l C 3 灰　　 色

黒　　 色　　　 土　　　 器

杯　 B
152 （15．8） a 2 灰 褐 色 内面にa 2，無色 A

153 （5．8） a 淡・橙褐色 内面にa l，黒色 A

小 竪 穴

土　　　　　 師　　　　　 器

杯 A

一一一一一・一一一・・・一－．一一・一一一．′一一・一一．－．．一・一一．・－1－．．－－．

154 （17．4） ？ 橙 褐 色 C 2 区P 25

155 （14．9） 3 1．6 （7．8） b l b l 淡橙褐色 D 2 区P 12

156 （13．5） 3・0 （7．2） b l b l 淡橙褐色 C 2 区　 64

157 （11．4） 3．6 b l b l 橙 褐 色 休部内面にa l ？，D 2 区 P

158 （14．4） ？ ？ 淡橙褐色 C 2 区P 25

159 （12．0） 3．6 （6．0） C l ？ 淡灰褐色 D 2 区P 13

甕

160 （14 ．4） 2．4 （13．2） C l C B 淡橙褐色 C 2 区P 28

16 1 （17．7） C l
b ’1 淡橙褐色 C 2 区P 25

162 （13．8） C l C・3 淡灰褐色 C 2 区P 52

163 （24．5） 暗灰褐色 D 2 区P 14

164 （28．3） 淡橙褐色 C 2 区P 56

165 （24．5） 淡赤褐色 C 2 区P 60

166 （22．7） 赤 褐 色 C 2 区P 25

須　　　　　 恵　　　　　 器

蓋

167 （15．4） －　C l C 3 灰　　 色 C 2 区P 60

168 （15．3．） C l C l 灰　　 色 C 2 区P 68

169 （15．5） C l C 2 淡青灰色 C 2 区P・31 －

杯 A 170 （12．0） 3．7 （7．0） C l ？ 灰　　 色 D 2 区 P lO

杯　 B
171 （13．8） 3．8 （9．6） C l C 3 淡　 灰色

r、‾一一T一一一一一・一・．D 2 区 P 13

172 （12．3） C l C ・3 暗赤褐色 C 2 区 P 22

皿

173 （16．6） C l ？ 灰　　 色 C 2 区 P 25

174 （15．3） 2．5 （12．9） C l C 3 暗 灰　色 C 2 区 P 6 5

175 （13・6） 1．7 （10・4） C l C 2 灰　　 色 D 2 区 P　7

176 （22．6） C l C 3 青 灰 色 C 2 区 P 68

～56一

旛
1

会
r



図　版

PLATES



も
甲





PL．1

多々良込田遺跡周辺空中写真（1：40000）

上多々良込田遺跡　2．内橋廃寺　3．「夷守駅」推定地．………・は律令時代西海道　（I969年国土地理院作製）



澹



▲第3次調査地区調査前全景（南西から）

▼Ⅰ期調査区全景（南西から）





▲Ⅱ期調査区全景（南東から）

▲II期調査区全景（東から）
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▲C2区建物群全景（南から）

▼同建物群全景（北から）
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▲SBOl（北から）

▼SBO2・13（南から）
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▼SBO3（南から）

▲SBO3－05（南から）
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▲SB04・05（西から）

▼SBO3－05（北から）
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▲SBO8・09（南から）
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SBO2　掘方2

SBO4掘方3

▲SBll（東から）

SBO5掘方3
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▲井戸SEOl（北から）

▼土拡墓SXOl（西から）
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▲SD04と南側建物群（東から）
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SDO4下層出土遺物

（軒丸瓦）
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SDO4下層出土遺物
（馬歯）



J
カ

寸



第3次調査出土瓦 PL．15
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第3次調査出土土器Ⅰ
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第3次調査出土土器II
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第3次調査出土施粕陶磁器Ⅰ PL．18
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第3次調査出土施粕陶磁器II PL．19





第3次調査出土土製品・鉄製品 PL．20
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第3次調査出土鋼・石・木製品 PL．21
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付図　第1～3次調査区遺構実測図
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